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　１２月２１日（土）、ふるさと館において、しめ
縄作り教室が行われました。１４名の方々が参加し、
講師の倉林均さん（皆谷）よりしめ縄の形やその意
味、飾り方などを学びながら、それぞれに正月のお
飾りを作りました。
　しめ縄には、１年の大変な米づくりが終わり、新しい年
がもっと良い年であるようにと祈る人々の気持ちが込めら
れています。
　お飾りを参加者で力を合わせて作り上げ、新年を迎える
準備ができたようです。

　１月１１日（土）、ふるさと館において、小正月行
事のひとつである「ケズリバナ」体験学習会を開催し
ました。８名の方々が参加し、講師の倉林均さん（皆
谷）の指導により、ハナカキ鎌や鋸などの道具を用い
ながらケズリバナを作りました。
　この小正月のモノツクリは他の地域では珍しく、村外から
聴覚障害者福祉会のほか見学者も訪れ、ケズリバナに多くの
方が関心を持っているようでした。
　東秩父村にのこるこの貴重な伝統文化を多くの方に知って
もらい、これからも後世に伝えていきたいものです。

　１月１１日（土）、新春恒例の消防出初め式が、東松山市
立松山第一小学校の校庭において行われました。
　当日は、来賓や観客が見守るなか、東秩父消防団は堂々の行進を披
露しました。
　その後、村役場玄関前で今年１年大きな災害が起こらないよう消防
団活動の安全を祈願しました。

公民館講座『しめ縄作り教室』を開催しました！

公民館講座「小正月のケズリバナ体験学習会」を開催

年の初めは規律正しく勇ましく～消防出初め式～

小正月に艶やかな繭玉はいかが？

　１月１１日（土）、川上の集落センターにおいて、東秩父写
友会の皆さんが毎年恒例の「繭玉飾り」を作成しました。
　今年は会員の声かけにより地元のお子さんも参加していた
だき、笑顔が繭玉とともにセンターを華やかに彩りました。
　繭玉は、農作物の豊作を予祝する餅花が養蚕と結び付けて生まれた
農村の風習です。小正月に作成され、蚕の成長と同時に農作物の順調
な生育を祈願する意味の込められた伝統的なものです。
　大人だけでなく子どもたちも古き伝統に触れる機会ができ、とても
楽しそうでした。
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